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1923年関東地震による木造家屋全潰率の再点検

Re-examination on total collapse ratio of wooden houses during the

1923 Kanto earthquake
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　1923年関東地震（1923/9/1, MJ8.1）では，首都圏を中心とした広い範囲において，木造家屋の建物被害が

発生した． 

　関東地震発災直後，震災予防調査会（1925）や商工省地質調査所（1925），内務省社会局（1926），地

方自治体などによる建物被害調査が行われており，これらのデータは，関東地震による甚大な被害を伝える重

要な資料となっている． 

　近年，これらの被害報告を調査し，関東地震の地震動強さの推定をする研究が報告されている．諸井・武村

（2002）では，主として，震災予防調査会（1925）のデータを利用し，木造家屋の全潰率と半潰率を推定

し，関東地震の震度分布を推定している（図1）．また，翠川らの研究によれば（2001a, 2001b, 2003,

2004, 2005），神奈川県の建物被害について，神奈川県農会報（1925）や神奈川県震災誌（1927），横浜

市震災誌(1926)などの，各市町村における震災誌に基づき，市町村の字単位における木造家屋全潰率を推算し

ている．両者の木造家屋全潰率を比較すると，全体的には整合しているものの，やや異なる地域が幾つか認め

られた．そこで，両者の参照した資料等を含め改めて比較してみると，火災や流出，埋没などが多い地域につ

いて木造家屋全潰率が異なっていることが確認できた．そこで，このことに留意しながら、両者による木造家

屋全潰率をコンパイルすることとした。その際、地区町村毎に集計されたデータも住家が多い地点，すなわ

ち，当時の市街地や住宅密集地域における木造家屋全潰率と解釈してポイントデータで示すこととした（図

2）． 

　木造家屋全潰率の被害率曲線の検討を行っている宮腰ら（2000）は，1952年十勝沖地震以前の被害地震

の，墓石転倒震度と木造家屋全潰率の被害率曲線の横軸を，墓石転倒震度から最大加速度に換算した被害率曲

線を示している．本検討でも，同様の手順で横軸を最大加速度に換算し，更に，藤本・翠川（2005）によ

り，最大加速度を計測震度へ換算した．なお，墓石転倒震度から最大加速度、さらに計測震度に換算する際に

誤差が大きくなっているため、被害率曲線は誤差の幅を考慮してプロットした．これと、1995年兵庫県南部

地震時の計測震度を指標とした木造建物の被害率曲線とを比較すると、山口・山崎(2000)の被害率曲線（建築

年～1951年）との対応が良いと思われた（図3）。ここでは、震度を推定するための被害率曲線に，山口・山

崎(2000)を用いることとした。本検討により推定された関東地震の震度分布（図4）は，諸井・武村

（2002）の震度分布（図1，および，図2）に比べ，震度7や6強のエリアが，やや少なくなる．とりわけ，諸

井・武村（2002）では，埼玉県東部は，震度7や6強となっていたが，本検討では，震度6弱から5強程度と

なった．これらは，被害率曲線の見直しに加え，震度分布をポイントで示すことによって，平野部に引っ張ら

れて山間部を高震度で示すことを避けたことによる． 

　講演では，本検討による震度分布から推定する1923関東地震の震源像についても言及する予定である．
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